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総
務
部

平
成
26
年
度
公
益
目
的
事
業
の
概
要
（
平
成
26
年
４
月
～
平
成
27
年
３
月
）

　

公
益
財
団
法
人
と
し
て
新
た
な

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
と

な
る
平
成
26
年
度
も
、
自
然
農
法

の
研
究
開
発
に
関
す
る
事
業
、
普

及
に
関
す
る
事
業
、
有
機
農
業
の

分
野
に
お
け
る
認
定
制
度
の
運
営

及
び
交
流
、
支
援
に
関
す
る
事
業

と
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。以
下
、

事
業
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

自
然
農
法
の
研
究
開
発

　

自
然
農
法
の
研
究
開
発
と
し

て
、
化
学
合
成
農
薬
や
化
学
肥
料

に
依
存
し
な
い
地
域
の
自
然
条
件

に
応
じ
た
生
産
技
術
と
農
産
物
の

品
質
特
性
等
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
７

つ
の
研
究
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
研

究
課
題
を
設
定
し
、
連
携
し
て
調

査
研
究
に
取
り
組
み
、
９
月
に
中

間
、
２
月
に
は
年
間
の
成
績
検
討

会
を
学
識
経
験
者
及
び
長
野
県
の

試
験
場
研
究
員
を
招
い
て
開
催

し
、
研
究
成
果
等
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

研
究
成
果
情
報
と
し
て
「
普
及
参

考
６
報
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

多
様
な
自
然
条
件
に
対
応
す
る

栽
培
技
術
の
適
正
な
選
択
の
た
め

に
、
土
壌
（
有
機
物
・
農
産
物
）

を
含
む
耕
地
生
態
系
の
機
能
性
の

分
析
診
断
を
通
し
て
技
術
の
体
系

化
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
（
水
稲
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ダ
イ

ズ
）
を
継
続
推
進
し
、
ま
た
、
研

究
開
発
の
充
実
を
目
的
に
、
信
州

大
学
と
土
壌
動
物
の
調
査
を
実
施

し
、
ま
た
、
農
業
環
境
技
術
研
究

所
と
土
壌
動
物
に
関
す
る
共
同
研

究
を
前
年
度
に
引
き
続
き
継
続
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
水
省
か
ら
受
託
し
た

「
水
稲
初
期
生
育
を
改
善
す
る
革
新

的
土
壌
管
理
技
術
と
診
断
キ
ッ
ト

の
開
発
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
、

重
点
的
に
取
り
組
み
、
診
断
キ
ッ

ト
の
開
発
に
目
途
を
つ
け
ま
し
た
。

　

上
記
の
研
究
成
果
を
各
種
学
会

で
の
口
頭
発
表
14
報
や
学
術
誌
論

文
５
報
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
７
報
等

を
通
じ
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

研
究
圃
場
の
見
学
受
け
入
れ
は

延
べ
５
１
４
名
で
し
た
。
ま
た
、

外
部
か
ら
の
講
師
派
遣
要
請
に
対

し
、
15
件
の
講
習
会
等
へ
派
遣
す

る
な
ど
し
て
、
研
究
成
果
の
公
表

に
努
め
ま
し
た
。

　

自
然
農
法
種
子
の
品
種
育
成
事

業
で
は
、
化
学
合
成
農
薬
や
化
学

肥
料
に
依
存
し
な
い
地
域
の
自
然

条
件
に
応
じ
た
生
産
技
術
や
、
安

定
生
産
に
適
し
た
自
然
農
法
の
野

菜
や
穀
類
の
種
子
の
研
究
と
品
種

育
成
の
た
め
、
苗
質
調
査
、
特
性

調
査
、
優
良
系
統
の
選
抜
調
査
等

を
行
い
、
既
存
品
種
「
バ
テ
シ
ラ

ズ
３
号
」
よ
り
も
初
期
収
量
性
が

高
く
、
褐
斑
病
耐
病
性
の
キ
ュ
ウ

リ
品
種
「
自
農
Ｃ
─
20
」
を
新
品

種
候
補
と
し
て
育
成
し
ま
し
た
。

　

風
土
に
適
し
た
地
方
品
種
は
採

種
選
抜
お
よ
び
保
存
技
術
が
必
要

な
た
め
、
地
域
の
無
形
財
産
と
な

る
採
種
技
術
を
整
理
し
、
地
方
品

種
の
更
新
と
保
存
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
採
種
農
家
育
成
の
た

め
、
根
菜
類
３
農
家
、
果
菜
類
４

農
家
に
対
し
、
採
種
技
術
の
指
導

に
取
り
組
み
、
併
せ
て
そ
の
内
４

農
家
と
種
子
生
産
調
査
委
託
契
約

を
締
結
し
、
種
子
生
産
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
よ
り
、
自
然
農
法
種
子
の
公

表
や
地
産
種
子
の
利
活
用
を
進

め
、
頒
布
種
子
の
利
用
希
望
者
な

ど
約
３
５
０
０
人
に
種
子
や
技
術

情
報
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
雑
誌
等
に
頒
布
品
種
記

事
を
掲
載
す
る
な
ど
有
機
農
業
者

や
一
般
農
業
者
ま
た
家
庭
菜
園
実

施
者
な
ど
へ
広
く
利
益
促
進
を
図

り
ま
し
た
。

　

研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
本
財

団
農
業
試
験
場
を
利
用
し
て
、
自

然
農
法
の
研
修
希
望
者
を
国
内
か

ら
本
科
研
修
生
６
名
、
海
外
か
ら

は
短
期
研
修
生
４
名
受
け
入
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
作
物
栽
培

や
試
験
研
究
を
通
し
て
、
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
、
農
業
後
継
者

の
育
成
を
図
る
も
の
で
、
そ
の
指

導
に
は
常
勤
研
究
員
が
当
た
り
、

ま
た
、
外
部
専
門
家
と
し
て
、
元

長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
場
長
や

長
野
県
農
業
大
学
校
講
師
に
よ
る

講
義
や
自
然
農
法
実
施
農
家
の
圃

場
見
学
や
研
修
会
等
へ
の
参
加
を

通
し
て
研
修
生
の
育
成
を
図
り
ま

し
た
。自

然
農
法
の
普
及
事
業

　

普
及
事
業
で
は
、
自
然
農
法
の

水
稲
、
野
菜
類
等
の
栽
培
を
本
財

団
の
知
多
草
木
農
場
を
中
心
に
実

証
展
示
し
、
参
観
し
た
２
９
２
名

の
来
場
者
に
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
地
か
ら
の
講
師
派
遣
要
請

に
対
し
、
延
べ
28
件
の
講
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
、
６
０
４
名
の
参

加
者
を
得
て
技
術
情
報
の
提
供
や

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
31
の
農
家

圃
場
で
自
然
農
法
実
証
を
進
め
、

調
査
を
行
い
情
報
を
整
理
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
10
会
場
の
実
証

圃
場
を
会
場
と
し
て
、
３
２
１
名

の
参
加
者
を
得
て
技
術
交
流
会
を

開
催
し
、
自
然
農
法
技
術
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事

業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
自
然
農

法
実
施
農
家
な
ど
指
導
力
の
あ
る

８
名
に
自
然
農
法
指
導
員
を
委
嘱

し
、
技
術
相
談
や
技
術
交
流
会
へ

の
協
力
等
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
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農
業
者
、
消
費
者
へ
の
啓
発
普

及
と
し
て
は
、機
関
誌「
自
然
農
法
」

の
71
号
と
72
号
を
発
行
し
、
自
然

農
法
に
関
す
る
研
究
情
報
や
普
及

技
術
情
報
、
食
・
農
・
環
境
に
関

す
る
記
事
を
掲
載
し
、
都
道
府
県
、

農
学
部
の
あ
る
大
学
、
有
機
農
業

関
係
団
体
等
（
２
６
７
か
所
）
に

配
布
し
ま
し
た
。
希
望
者
に
「
自

然
農
法
家
庭
菜
園
の
手
引
き
」
や

「
水
稲
栽
培
の
手
引
き
」、「
畑
作
栽

培
の
手
引
き
」
等
の
自
然
農
法
に

関
す
る
書
籍
を
頒
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
食
・
農
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
「
誰
に
で
も

か
ん
た
ん
に
で
き
る
！
健
康
の
秘

訣
は
食
に
あ
り
」、「
ま
も
ろ
う
家

族
の
健
康
！
野
菜
の
抗
酸
化
力
で

健
康
な
身
体
づ
く
り
」
を
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
、
熊
本
市
で
７
月
、

名
古
屋
市
で
２
月
に
開
催
し
、
農

業
者
・
消
費
者
延
べ
４
６
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

海
外
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
を
中
心
と

す
る
７
か
国
の
政
府
組
織
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
対
し
て
指
導
者
の
派
遣
や
現

地
で
の
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
タ
イ
国
に
お
い
て
10
か
国
35

名
が
参
加
す
る
自
然
農
法
国
際
研

修
会
を
２
月
に
開
催
し
、
中
華
人

民
共
和
国
北
京
市
で
68
名
が
参
加

し
た
自
然
農
法
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月

に
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
18
回
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ

有
機
農
業
世
界
大
会
に
研
究
員
を

派
遣
し
、
口
頭
・
ポ
ス
タ
ー
１
題

ず
つ
を
発
表
し
、
優
秀
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、
43

か
国
１
２
７
か
所
へ
情
報
誌
で
の

自
然
農
法
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
い
、
自
然
農
法
の
実
用
化
の
推

進
と
啓
発
普
及
を
図
り
ま
し
た
。

有
機
農
業
の
分
野
に
お

け
る
認
定
制
度
の
運
営

及
び
交
流
、
支
援
事
業

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
今
年
度
の

事
業
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
講
習
会
を

14
会
場
で
開
催
し
、
68
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
認
定
事
業
者
に
対
し

て
認
定
お
よ
び
自
然
農
法
技
術

向
上
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
を
22
会
場
で
開
催
し
、

１
９
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
有
機
農
産
物
の
生
産
行
程
管

理
者
３
件
、
有
機
加
工
食
品
の
生

産
行
程
管
理
者
４
件
を
そ
れ
ぞ
れ

新
規
で
認
定
し
、
今
年
度
末
時
点

で
の
認
定
事
業
者
数
は
２
４
８
件

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
業
務
規
程
の
見
直
し

や
認
定
事
業
に
係
わ
る
関
係
機
関

へ
の
参
画
を
通
し
、
認
定
業
務
の

改
善
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　

有
機
農
業
の
分
野
に
お
け
る
関

係
団
体
と
の
交
流
お
よ
び
支
援
に

お
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有
機
農

業
参
入
促
進
協
議
会
の
事
務
局
支

援
を
行
い
、
特
に
有
機
農
業
へ
の

新
規
参
入
や
転
換
参
入
の
促
進
の

た
め
に
研
修
受
入
先
の
情
報
を
整

理
し
、
今
年
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
１
３
９
件
の
研
修
受
入
先
を
公

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
機
農
業

相
談
窓
口
と
し
て
、
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
な
ど
10
か
所
を
追
加

登
録
し
ま
し
た
。
有
機
農
業
の
体

系
化
及
び
有
機
農
業
へ
の
参
入
を

目
的
と
し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
講

習
会
を
全
国
６
か
所
で
企
画
開
催

し
、
延
べ
４
６
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
国
の
平
成
26
年
度
生
産
環

境
総
合
対
策
事
業
で
有
機
農
業
総

合
支
援
事
業
の
う
ち
有
機
農
業
参

入
支
援
デ
ー
タ
作
成
事
業
の
補
助

金
交
付
を
受
け
、
有
機
農
業
者
研
修

受
け
入
れ
先
25
か
所
や
地
域
で
の

有
機
農
業
参
入
優
良
事
例
16
か
所

の
調
査
を
行
い
、
有
機
農
業
参
入

支
援
の
為
の
デ
ー
タ
作
成
を
行
い
、

冊
子
「
有
機
農
業
を
は
じ
め
よ
う
！

農
業
力
が
地
域
を
創
る
」
を
作
成

し
、
全
国
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
有

機
農
業
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
へ
本
財
団
役
職
員

が
参
画
し
、
交
流
お
よ
び
支
援
を

通
し
て
、
自
然
農
法
の
技
術
や
情

報
を
提
供
し
、
社
会
に
お
け
る
健

康
的
な
食
生
活
の
一
層
の
定
着
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
公
益
目
的
事
業

の
よ
り
一
層
の
進
化
発
展
と
組
織

体
制
の
整
備
を
図
り
、
社
会
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
展

開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自然農法技術交流会

食・農を考えるシンポジウム

水稲プロジェクトほ場
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